




― 災害デジタル・ネットワーキングから地域再生デジタル・ネットワーキングへ ― 
 
The Development of Digital networking for Construction of Safe society 
















ネットワーキング」の事例として， 1 . 三宅島火山災害における情報支援活動と， 2 . 兵庫県
佐用町水害における情報支援活動をとりあげ，それぞれの実態と課題について検証する。 
 次に， 3 . 三宅島火山災害における復興を契機として始まった「地域再生デジタル・ネット
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火山活動が始まった2000年 6 月26日の一週間後の 
 7 月 3 日から全島避難指示による島外避難最終期






が，三宅島関連のWebページに掲載していた（図    
 1 ）。 
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会」（図 4 ）（2000年 9 月 6 日結成・2005年 1 月16
日解散）の支援活動として情報紙「アカコッコ―
三宅・多摩だより―」（図 5 ）が2000年 9 月22日
に創刊され，2005年 2 月 1 日の避難指示解除によ
る三宅島住民の帰島直前の同年 1 月16日まで第 1
号から第66号が発行された（5）（写真 1 ）。 
 他方で，「三宅島災害・東京ボランティア支援
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 そして，彼が中心となって，「 1 万枚」という
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図情報が整備されておらず，2 万5000分の 1 基盤
地図情報を使用せざるを得なかったことである。 
 今後，全国を網羅する形で，災害対応に適した
縮尺（2500分の 1 または，5000分の 1 ）の基盤地
図情報の整備が，地方自治体と国土地理院とが連
携しながら進められていくことが求められる。 
 また，筆者は，「平成22年台風 9 号」によって
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被災家屋被害調査の仲介支援と「  e コミュニ
ティ・プラットホーム」を活用した現地の被害状
況の情報収集・発信を行った（図19）。 
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仕様書」によれば，このモデル事業の内容は，    
 1 ）住居等人材受け入れ環境の整備に関する調査 
 2 ）観光客誘致のための専門的人材の受け入れ    
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販売し， 1 日30万円の売り上げを記録した。 
 ちなみに，灰干し工場の生産能力は，女性従業
員 4 名が 1 日当たり最大400匹を加工するので，   
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活性段階 ＩＣＴの関わり 効果の状態 実現させる状態 
インセンティブの 
所在 
連携化 ＩＣＴの導入 潜在化 関係の可視化・常時接続感 私有 
協働化 ＩＣＴの運用 蛸壺化 信頼・規範・愛着・公共心の醸成 共有 
共働化 ＩＣＴの活用 創発化 外部化・自己組織化・共働の創発 総有 
④協働化               ⑤共働化 
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  http://www.simanokosi.co.jp/ 




  http://shiso-sns.jp/ 
・地域SNSサイト「さよっち」 
  http://sayo-chi.jp/ 
・地域SNSサイト「ひょこむ」 
  http://hyocom.jp/ 
・特定非営利活動法人 かさおか島づくり海社 
  http://www.shimazukuri.gr.jp/index.html 
・灰干しプロジェクト 
  http://www.haiboshi.jp/ 
 
